
※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり p. 1

主要広場空間等の計画について

ハチ公広場

スクランブル交差点

(4)西口地下広場の整備

(1)渋谷の街の顔となる
地上広場・スクランブ
ル交差点の設え

(3)アーバンコア・O字階段、
銀座線・スカイウェイの一体的再編

(5)西口上空広場の整備

(2)中央棟先端部の再編

５つの基盤計画について〔現計画〕

• ５つの基盤計画について、これまでに地元の皆様との議論を踏まえ、頂いた意
見とともに、まちづくり調整会議に「変更計画案（案）」を提示しました。

• まちづくり調整会議では、変更計画案（案）を変更計画案とし、2022年9月に向
けて変更計画をまとめていくことを確認しました。

• 9月に向けて、引き続き地元の皆様と使い方等について意見交換しながら、変更
計画をブラッシュアップしていきたいと考えております。

検討の経緯

2021.11.11
第54回地元調整協議会
・「見直し検討の考え方」を説明

2021.11.22
第28回防災・にぎわいなど広場分科会
・「見直し検討の考え方」について意見交換

2022.02.01
第29回防災・にぎわいなど広場分科会
・「見直し検討の考え方」について意見交換

2022.02.16
第4回広場空間等検討委員会
・地元意見を踏まえた「変更計画案（案）」を提示し議論

2020.10※書面開催
第3回広場空間等検討委員会
・「見直し検討の考え方（案）」を提示

2022.03.04※書面開催
第55回地元調整協議会
・防災・にぎわいなど広場分科会での議論を報告

2022.03.18
第18回まちづくり調整会議
・これまでの意見とともに「変更計画案（案）」を提示

2022.04.25第56回渋谷駅周辺地域の整備に関する調整協議会 資料1-4
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p. 2

（１）地上広場・スクランブル交差点

※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

JR改札

スクランブル交差点

自動車の滞留などの影響
が出ない範囲で、横断歩
道位置を変更して、間口
長を確保

ハチ公側の横断歩道
位置を南側に変更し
て、間口長を確保

③スクランブル交差点
の検討案

現在と同等の間口長を確保

凡例

夕方ピーク時の将来歩行者交通量に対して歩行
者サービス水準Aを確保するのに必要な幅員

上記動線を参考に人が歩行すると考えられる場所

広場から歩行者動線を除いた実際の滞留空間

バス乗降者空間

■配置・レイアウトの基本的な考え方

• 「①ハチ公像の概ねの位置」「②交番の概ねの位置」「③スクランブル交差点の形状」について、具体的なレイアウト等の検
討を進めるための基本的な考え方を提案した。これらの考え方を駅前広場のプランを検討する前提条件としていきたい。

交番
予定地

ハチ公像位置

N

①ハチ公像の概ねの位置

②交番の概ねの位置
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【現計画】 【変更計画案（案）】
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■変更計画案（案）

• 先端部広場の一部を4階から3階に下し、東西の街の一体性を強化する。
• また形状をなだらかな傾斜状とすることで、広場・まちとの「見る見られる」の関係を強化する。

４階平面図 3階平面図 ４階平面図

4階広場4階広場西口
スカイウェイ

先端技術発信施設の形状を変更
デッキレベル変更により、
アーバンコア等との接続を強化

西口
スカイウェイ

（２）中央棟先端部

※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

東口広場と接続するEV、
大山街道北側と接続するデッキ
（今後具体的に検討。
デッキは西口スカイウェイ
と同レベルで接続想定）

p. 3

3階へ降りて
SMCに接続

3階へ

3階へ

３階のまま
SMCに接続

４階より

４階より
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【現計画】 【変更計画案（案）】

■変更計画案（案）

変更①地上動線の真ん中に位置する柱を削減
変更②スカイウェイの3階へ下げる位置を変更、西口全体の歩行者空間の繋がりの円滑化に配慮
変更③地上～4階を分かりやすく結ぶためEVを再配置
変更④ O字階段とアーバンコアを一体的に再編

（３）アーバンコア・O字階段、銀座線・スカイウェイ

※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

③

④

②

①

幅員は、ハチ公広
場を眺める人を考
慮の上でサービス
水準Aを確保できる
よう、約4mで設定

階段の向きを
センター街側
へ変更

アーバンコアか
らハチ公広場の
視認性も鑑みて
大屋根を設計

p. 4

銀座線
P1’橋脚

西口スカイ
ウェイの柱
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p. 5

（４）西口地下広場～東急百貨店東横店西館跡地空間を有効活用～

※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

■変更計画案（案）

まとまった空間が少ない西側に、歩く人が立ち止まって休憩したり、待合せをしたり、交流のできるゆとり空間を
渋谷の南北を結ぶ重要な南北地下通路に面して創出する。

道玄坂方面

渋谷
二丁目
方面

宮益坂
方面

渋谷
三丁目
方面 N

東口地下広場

渋谷駅前エリアマネジメント協議会
一般社団法人渋谷駅前エリアマネジメントHPより副都心線

改札

地下歩行ネットワーク

凡例

整備済み・整備予定のまとまった空間

タクシー
乗り場

中央街
方面

西口地下広場
（B1階） 半蔵門線

改札

広域地下ネットワーク

桜丘
方面

視点A

視点A：西口地下広場内を見る

視点B：南北地下通路から北方向を見る

視点B

南北地下通路
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地下1階平面図

（４）西口地下広場～東急百貨店東横店西館跡地空間を有効活用～

※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

西口地下広場及び周辺計画 利用イメージ

さっぽろ地下街

札幌駅前地下歩行空間

■変更計画案（案）

歩く人が立ち止まって休憩したり、待合せをしたり、交流のできるゆとり空間となるよう、機能を配置。
今後継続検討し、機能を具体化する。

交流・にぎわい
にぎわいが通路へ滲み出す

ゆとりある通路・
待合せ空間

快適に歩けて立ち止まれる

憩い、リラックス
渋谷駅至近で休息する

機械室・ダクトス
ペースなど

待合せ空間
交流・にぎわい空間

インフォメーション機能
憩い、リラックス機能

などを配置

防災備蓄倉庫

階段・エスカレーターの向きは、
タクシープール等地下への動線
を鑑み継続検討する。
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【現計画】 【変更計画案（案）】
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（５）西口上空広場～まちのつながりの強化・多目的で開放的な通路空間の創出～

※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

■変更計画案（案）

• デッキレベルでの東西南北のまちの繋がりの強化のための結節点となる空間を創出するため、３階改札及び東口方面・道玄坂
方面・中央街方面・桜丘方面と接続する。

• 桜丘方面との空間的な繋がりを創出し、『まちづくり指針2010』の考え方である「南北の繋がりあるまちづくり」を強化する。
• 『広場ビジョン』において期待されている、場所の発信力を活かしたある程度まとまった空間を3階改札付近につくり、駅前広

場のような多目的利用ができるゆとりある空間を創出する。
• 渋谷駅西方面の地上動線を守り、バス停の屋根にもなる大屋根空間を形成する。

中央街
方面

桜丘
方面

ハチ公広場
・道玄坂方面

３階
銀座線改札

３階
JR改札

中央街
方面

桜丘
方面

ハチ公広場
・道玄坂方面

地上動線を快適にし、
バスの上屋も兼ねる
大屋根機能

西口上空広場
（3階・2階）

駅とまちの結節点が広がり、
駅利用者がまちを感じる

通路

駅とまちのつながり
イメージ

凡例

３階
銀座線改札

３階
JR改札

２階通路
２階通路

桜丘方面との空間的
な接続向上

N N

広域デッキネットワーク

駅前広場のように多目的利用を
受け止める空間の創出

まとまった空間の確保

p. 7
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（５）西口上空広場～まちのつながりの強化・多目的で開放的な通路空間の創出～

※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり

利用イメージ

神戸市 JR元町駅

南池袋公園

■変更計画案（案）

• 地上約10ｍの高さに、３階改札及び東口方面・道玄坂方面・中央街方面・桜丘方面とのデッキレベルの繋がりを創出。
• 駅至近でありながら、休憩したりまちのにぎわいを感じたり、まちをめぐり歩くきっかけとなる空間を創出。

交流・にぎわい
まちのにぎわいを感じる

待合せ空間
3階改札の至近にある

駅前広場

憩い、リラックス
渋谷駅至近で休憩する

まちの繋がり
まちをめぐり歩く

p. 8

断面イメージ

約10m

新設
約2,500㎡

西口上空広場
の新設

西口上空広場

ＪＲ改札

銀座線改札

既計画デッキ
約400㎡

2階新設
約100㎡

西口上空広場

西口歩道橋
デッキへ

渋谷フクラス
接続デッキ

西口
アーバンコアへ

中央街方面
横断歩道

断面イメージ

通路機能の必要幅員に
ついては、継続検討する。

渋谷フクラス接続デッキ

約10ｍ

西口広場
バスロータリー

西口広場
バスロータリー
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※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり p. 9

主要広場空間等の計画 まとめ

ハチ公広場

スクランブル交差点

(4)西口地下広場の整備

(1)渋谷の街の顔となる
地上広場・スクランブル
交差点の設え

(3)アーバンコア・O字階段、
銀座線・スカイウェイの一体的再編

(5)西口上空広場の整備

(2)中央棟先端部の再編

■まとめ

・５つの基盤計画の変更計画案（案）をまとめると以下のようなイメージとなる。
・これら各施設の計画に関する変更計画案（案）について確認し、2022年度に具体的な検討を進める。

５つの基盤計画について〔変更素案〕
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（１）地上広場・スクランブル交差点

⚫ 渋谷にとってのハチ公はタウンイメージを作
る重要なシンボルであり、心情的・国際的な
ものと捉えてほしい。

⚫ 待合せとは別に、ハチ公と一緒に写真を撮る
人、順番待ちの人のスペースも考えてほしい。

⚫ ハチ公は今の位置から大きく移動しないでほ
しい。

⚫ ハチ公とスクランブル交差点の見せ方は工夫
すべき。

⚫ 安全安心の確保が大前提であり、ハチ公広場
全体を見渡せる場所に交番を配置してほしい。

⚫ 交番の位置は良いが、JR自由通路との関係か
ら西側と南側に向いた方が良い。

⚫ 観光案内所は交番と別にしっかり作ってほし
い。

⚫ スクランブル交差点が小さいとつまらない。

⚫ スクランブル交差点は全体の形を面として考
えるものだと思う。

⚫ スクランブル交差点が小さくなるのは寂しい
が、ハチ公広場を拡げることを考えると、横
断歩道の位置を変更するのは良いと思う。

⚫ スクランブル、ハチ公広場、交番、観光案内
所、東口広場全体は最重要な箇所であり、全
体を絡めたデザインコンセプトを希望する。

渋谷駅周辺広場空間等検討委員会の検討状況について

■ 5つの基盤計画に対する地元からの意見

・まちづくり調整会議までに開催した地元会議においては、5つの基盤計画の「見直し検討の考え方」を説明し、以下のような意見を頂いた。
・まちづくり調整会議では、これらの意見も踏まえ、変更計画案（案）を提示した。

②主要広場空間等の計画について

（２）中央棟先端部

⚫ 中央棟先端部の4階から宮益坂方面に降りる
ルートは考えて欲しい。

⚫ 大山街道をのんべい横丁側に渡るルートについ
てもお願いする。

⚫ 待合せや休憩の広場となることを期待する。

（３）アーバンコア・O字階段、銀座線・スカイウェイ

⚫ 地上に柱が少なくなることは良いこと。

⚫ アーバンコアの階段はスクランブル交差点など
の撮影スポットとして期待。大きな屋根が邪魔
にならないように。

⚫ 西側のスカイウェイが4階から3階、また4階と
いう経路になっており残念。フラットに繋ぐこ
とは出来ないのか。出来ないならスロープに出
来ないのか。

⚫ スカイウェイは、幅員４ｍでは足りない気がす
る。

⚫ スカイウェイは渋谷らしい景観と安全・快適さ
から、渋谷の名物になることを期待する。

⚫ まちに出ていくことを考えると、アーバンコア
の大階段の向きはセンター街側に向いているべ
き。

⚫ 大階段には座るなどの機能も持たせ、安全性と
バリアフリーにも配慮してほしい。

（４）西口地下広場

⚫ 地下広場ができることはまちのためにも良い。
西側は地下広場が少ないので大賛成。

⚫ 中央街と西口が地上の横断歩道でつながる動線
上から、まっすぐ地下広場に降りられる動線を
作って欲しい。

⚫ 災害時の移動と一時待機場所としても大きな任
務を果たす広場だと考える。

⚫ 屋内GPSなどを駆使した案内を期待する。

（５）西口上空広場

⚫ 中央街として、フクラスと接続するデッキより
北側について、整備することは受け入れられる。
一方、フクラスと接続するデッキより南側につ
いては、必要性が理解できない。

⚫ 地区全体の回遊性向上のため提案の動線計画に
大賛成。

⚫ 広場から246号歩道橋に接続する通路は広場機
能を発揮する生命線となる。

⚫ 多くの来街者に回遊してもらうことが重要で、
「回遊性を高める仕組み」として上空広場の価
値があると思う。

⚫ 回遊を促すために、上空広場はまちの発信をし
ていく重要な広場になる。

⚫ 現在ハチ公でイベントを行っている中ではキャ
パシティや警備の問題があることから、イベン
トができるスペースとしても上空広場の価値を
感じている。
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ハチ公広場

スクランブル交差点

(4)西口地下広場の整備

(1)渋谷の街の顔となる
地上広場・スクランブル
交差点の設え

(3)アーバンコア・O字階段、
銀座線・スカイウェイの一体的再編

(5)西口上空広場の整備

(2)中央棟先端部の再編

※本資料内容は現在検討中のものであり、今後、計画の進捗等に併せて変更の可能性あり p. 11

渋谷駅周辺広場空間等検討委員会の検討状況について

■5つの基盤計画の変更計画案（案）と広場委員会での意見のまとめ

• 5つの基盤計画について、変更計画案（案）をまとめると以下のようなイメージとなる。
広場委員会でいただいた以下の「意見」も踏まえ、引き続き広場委員会等で議論を行っていく。

• （２）～（５）の施設については、以下の変更計画案（案）を2022年3月のまちづくり調整会議にて変更計画案とし、その変更計画案を
基に、2022年9月に向けて変更計画をまとめていくことを確認した。

５つの基盤計画について〔変更計画案（案）〕

②主要広場空間等の計画について

• 今後広場のデザインを進めるにあたり、交差点の四隅
を含めて一帯的デザインを検討することが重要。

• ハチ公広場の既存樹木をどうするか早めに検討が必要。
• 交番は、設計者やデザインを早めに検討した方がよい。
高架下に一部でも組み込むことは可能か、協力して進
めてほしい。

• 大山街道北側に繋ぐデッキ計画は都市デザ
イン的にも動線的にも大切になる。

• デッキ計画は、北側の開発と併せて検討だ
が、構造的な想定やレベル設定は駅街区の
設計やデザインのプロセスで支障にならな
いよう、事前に固めておくことが必要。

• 西口の地下広場の使い方、位置づけなどはもう少し議論が必要。
• 地上とのつながり方がどうあるべきかを中心に検討してほしい。
• 機械室は小さくなるよう継続検討としておいてほしい。

◆全体について
• 中央棟先端部、地下･上空広場などは、どう使っていくかについて深度化を。
• 西口地下･上空広場の位置づけ、所有と管理運営など具体的なことも含めて整
理が必要。

• アーバンコアの階段は現在のハチ公像とバッティングする可能性がある。
切り回しやハチ公をいつ動かすかなど、具体的な工事手順の検討が必要。

• 仮設ヤードも含めて整備プロセスの設計を。
• 五街区外の周辺開発も含めたスケジュール感の確認が必要。
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■今後の進め方

会議 令和３年度（2021年度）
令和４年度
（2022年度）

令和５年
度以降

【地元の皆様】

まちづくり調整会議等

【学識・行政・事業者】
3/2 まち調部会

3/18 まち調会議

2/16 広場委員会

まち調会議
まち調部会
広場委員会等

・具体的な検討は、
その後も継続。

〔継続〕

2022年9月を目途に
都市計画に反映

11/22 防にぎ
意見交換

2/1 防にぎ
意見交換

p. 12

防にぎ
5～9月
・変更計画案についての
意見交換

・広場空間の使い方の
意見交換
・地上広場のデザインに
ついての意見交換

渋谷駅周辺地域の
整備に関する
調整協議会

（地元調整協議会）

防災・にぎわいな
ど広場分科会

6/15 「主要広場空間等の一
体的な魅力向上に向け
た検討方針」を説明

11/11 防災・にぎわい分科会
での意見交換に向けた
「検討ポイント」の説明

11/11 防災・にぎわい分科会
での議論と今後の進め方

の報告
→意見を3/18まちづく
り調整会議に報告

本日 まちづくり調整会議
の報告

地元調整協議会

2022.03.18まちづくり調整会議資料より



2015年度より、屋外広告物条例の特例とH20年道路局通達を活用した、エリアマネジメント社会実験を推進。

＜屋外広告物の掲出＞

①屋外広告物地域ルール

■実施主体【ナイキジャパン】
■広告掲示期間2021年5月18日～5月31日

（例1）東急百貨店東横店 解体中シート広告

1

（例2）東口地下広場

■実施主体【GAMEPLEX】
■広告掲示期間2021年11月15日～11月28日

＜渋谷スクランブルスクエア外壁ビジョン 本格運用＞

2020年10月より本格運用を開始。広告・公共枠の放映を
行いながら、還元金を原資としたまちづくり活動を実施した
（運用状況については渋谷駅中心地区デザイン会議にも報
告）。

○にぎわい形成・産業育成・地元情報などまちづくりのための
情報発信を目指す「公共枠」の放映を継続実施
○「全画面活用」を推奨した広告販売を継続実施

資料1-52022.04.25 第56回渋谷駅周辺地域の整備に関する調整協議会渋谷駅前エリアマネジメントの活動について
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③広場の利用

＜東口地下広場クリスマスライブ＞

2021年12月23日、渋谷駅東口地下広場のイベントスペースにて、 ライブイベント「うたのカレンダー」を実施。

■出演

SETA氏（シンガーソングライター）

佐橋佳幸氏（ギタリスト）

ゲスト：青山学院大学軽音楽サークルのメンバー

②施設の管理

＜社会実験WGの推進＞
○清掃サービスレベルの向上の取組み
国道デッキ上での清掃実験をもって、全清掃仕様の実験を完了。

○今後の取組みについて
本格運用フェーズに移行し、官民一体での道路維持管理の実施。

清掃直後 4週間後

渋谷駅前エリアマネジメントの活動について 2022.03.18まちづくり調整会議資料より
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④街区共同イベント

＜渋谷ストリートギャラリー＞
渋谷ストリートギャラリー実行委員会主催の展示場所、展示作品が広がる次世代クリエイター専用オープンギャラリーを21年3月
より開始・継続。

○目的

①アートを街に展開し、渋谷の街の魅力向上を図る。

②渋谷の街として、若手アーティストの活動の場を提供する。

③エリア連携施策の仕組みをつくる。

○第１弾企画：ヨコガオ展（2022/3まで）

クリエイターSETA（セタ）のイラスト展「ヨコガオ展」を開催。マスクがいらない世界になってマスクを外した時、人々が笑顔であって
欲しいという願いを込めて、渋谷にゆかりがある人々著名人ののマスクありとマスクなしのヨコガオを描き、毎月作品を更新。

2021年11月5日～28日には、渋谷フクラス1Fのshibuya-sanにて「ヨコガオ展」全作品展示会を開催。“未来を見つめる希
望の視線”、40人のマスクと笑顔のヨコガオを展示。

○今後の展開

2022年4月以降は、新たな若手アーティストとタッグを組み、年間を通して継続的・戦略的にまちの魅力を発信していく。

渋谷駅前エリアマネジメントの活動について 2022.03.18まちづくり調整会議資料より
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⑤情報発信

＜「しぶやをつくるゼミ」開講＞

渋谷のまちの関係人口・担い手の創出を目的に、NPO法
人シブヤ大学と連携した市民参加型のゼミを開講。

10代～50代の幅広い年齢層の16名がゼミ生として参加
し、渋谷のまちの利用者や来街者の目線から、駅前における
まちづくり事業案を企画。

2022年度以降、実現化に向けて検討中。

＜ホームページリニューアル・Instagram開設＞
2022年7月より、エリマネホームページをリニューアルしたことに
加え、公式Instagramを開設。利用者・来街者や担い手に
向けて渋谷駅前エリアの魅力を発信中。

渋谷駅前エリアマネジメントの活動について 2022.03.18まちづくり調整会議資料より
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⑤情報発信

＜東京都立大学菊竹教授との連携施策＞
渋谷スクランブルスクエア東棟外壁ビジョンにて、東京都立大
学の学生とともに渋谷らしい景観形成を目的とした映像作品を
制作・放映。

＜STREET ART LINE PROJECT＞
STREET ART LINE PROJECT 実行委員会が実施す
る、アートの力で視覚障碍者の新たな道をつくる「STREET 
ART LINE PROJECT」を実施。
アートを施した点字ブロックを敷設し、晴眼者に意識されづら
い点字ブロックの重要性を発信。

■場所
渋谷スクランブルスクエアの2F館外通路

⑥観光

＜渋谷のお土産販売＞
ハチ公広場の観光案内所「SHIBU HACHI BOX」にて、
渋谷区観光協会の公式・公認お土産物「shibuya♡hachi
（シブヤラブハチ）」グッズや、「渋谷御守」など、渋谷ならでは
のお土産販売を開始。

渋谷駅前エリアマネジメントの活動について 2022.03.18まちづくり調整会議資料より
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今後の活動について

○2022年度重点施策
①駅前アート展開による美観・工事中の賑わい創出
駅前公共空間の課題である落書きを防止・景観形成の取組みとして、アート展開を予定。
情報発信施策や公共空間の維持管理との相乗効果を目指す。

②2023年度まちびらきⅢ期に向けた体制再整備
外部・担い手と連携した施策や街区・周辺施設との一体的な施策を実施。
桜丘口再開発の竣工時に、まち一体となった取り組みを行うための体制を構築していく。

③渋谷区と連携したスマートシティ化への計画策定
駅前公共空間におけるスマートポールの設置やデータ活用についての検討を渋谷区と連携のうえ深度化。
渋谷駅周辺を中心としたスマートシティ化の推進を行う。

渋谷マークシティ下の様子。落書きを抑制する取組としてアート
展開を検討。

まちびらきⅡ期（2019年）のHELLO neo SHIBUYA
2023年のⅢ期に向けても、施策検討や体制整備を進める。

渋谷駅前エリアマネジメントの活動について 2022.03.18まちづくり調整会議資料より



会議 内容

令和４年度（2022年度）
令和５年度
以降

上期〔4～9月〕 下期〔10～3月〕

渋
谷
駅
周
辺
地
域
の
整
備
に
関
す
る

調
整
協
議
会

防
災
・
に
ぎ
わ
い
な
ど
広
場
分
科
会

【
地
元
の
皆
様
】

ま
ち
づ
く
り
調
整
会
議
等

【
学
識･

行
政･

事
業
者
】

■今後の進め方

まち調会議・まち調部会
・公共施設調整分科会
・広場委員会 等

2022.04.25第56回渋谷駅周辺地域の整備に関する調整協議会 資料２

第56回
4/25

③渋谷駅周辺の主要広場
空間等の計画案について

＜今後地元調整協議会・防災にぎわいなど広場分科会で皆さんと議論したい主な内容とスケジュール＞
①まちづくり調整会議の議論全般の共有
②中心地区全体の広場空間の使い方について
③渋谷駅周辺の主要広場空間等の計画案について 等

継続

第19回
9月頃

①まちづくり調整会議の
議論全般の共有

②中心地区全体の広場空間
の使い方について

具体的な検討は継続5～9月


